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研究背景・目的

表面SH波音弾性による圧延鋼板部材の主応力測定に関する研究
～無応力時の伝搬速度の推定について～
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構造物に働く実体応力に残留応力がある．この残留応力は構造物の早期倒壊の原因となる．そのため，これらの安
全性を確保するためには現場での残留応力の評価が不可欠であり，非破壊で迅速に評価する手法が求められている．

本研究では，残留応力の評価方法として表面SH波音弾性法を用いた研究を行っている．この手法では測定物の表面
近傍の主応力差を求めることができる．また，主応力差に加えて主応力和の測定手法も提案されたため，和と差から
主応力そのものを測定することができるようになった．しかし，主応力和の測定には無応力時の表面SH波の伝搬速度
が必要であり，現場でこれを求めることは難しい．そこで，この伝搬速度を推定することを目的とする．

(σ1+σ2)

表面近傍の主応力差を求めること
ができる

CS:音弾性定数

α，β:負荷応力に対する伝搬速度
の変化(既知の値)

V0:無応力時の表面SH波の
伝搬速度

無応力時の表面SH波の伝搬速度が
分かれば主応力和を求めることが
できる

まとめ

主応力和を求めるために必要なパラメータである無応力時の表面SH波の伝搬速度の推定方法について提案した．ま
た実際に推定を行った結果，応力換算で約20MPaの誤差で推定することができた．この結果より，薄い板厚つまり異
方性の強い測定対象物においては主応力和を求めることが可能であることが示された．

・線形な相関を用いて伝搬速度の推定を行った結果を以下の表に示す

・約20MPaの誤差範囲で推定を行うことができた

引張試験片とH形鋼の表面SH波の伝搬速度の推定結果


